
帯広警察署の自転車指導啓発重点地区
【重点地区】 ① 帯広市 ＪＲ帯広駅周辺 ② 帯広市 稲田・清流地区
【重点路線】 帯広市西18条南１丁目～５丁目 道道151号、道道715号（約３㎞の区間）

★選定理由★
重点地区 自転車が当事者となる交通事故の発生が多い地区のため。

① ＪＲ帯広駅を中心に歩行者や自転車利用者が多い地区
② 通学、下校時間帯の自転車利用の高校生などが多い地区

重点路線 自転車が当事者となる交通事故の発生が多い路線のため。

自転車指導啓発重点地区・路線（帯広警察署）

重点路線で、
よく見られる自転車利用者の違反形態
➢ 携帯電話を使用しながらの運転
➢ 一時不停止

帯広警察署自転車指導啓発重点地区・路線マップ

重点路線
道道151号、道道715号
➢違反や事故の状況
・自動車や自転車の交通量
が多く、この路線の各交差
点において、自転車が当事
者となる交通事故が発生し
ている。
・横断歩道を通行中の自転
車と自動車の事故が多発。
・横断歩道外を横断中の自
転車による自動車との出会
い頭事故も発生。 出典：

国土地理院地図

重点地区①ＪＲ帯広駅周辺
➢違反や事故の状況
・歩道通行や並進する自転
車が多い。
・ＪＲ帯広駅や大型施設が
密集していることから、平
日休日問わず自転車の交通
量が多く、自転車が当事者
となる事故が発生している。

重点地区で
よく見られる自転車利用者の違反形態
➢ 携帯電話を使用しながらの運転
➢ 一時不停止

★自転車を運転する人は次の点に気を付けましょう！★
１ 歩道は、歩行者優先！

自転車が通行できる歩道でも、車道寄りをすぐに止まれるスピードで走行し、
歩行者が立ち止まったり、避けなければならない時は一時停止をしましょう。
２ ながら運転は危険！
片手運転になったり、周りの危険を発見することができず、
重大な交通事故につながる危険行為です。絶対にやめましょう。

３ 夜間は自分の身を守るためにもライトをつけましょう！
自転車のライトはつきますか？反射器材は汚れていませんか？

自転車に乗る前に、しっかり点検をしましょう！

重点地区②稲田・清流地区
➢違反や事故の状況
・歩道通行や並進する自転
車が多い。
・登下校時間帯の自転車の
交通量が多く、自転車が当事
者となる事故が発生している。

帯広警察署では、自転車運
転者の信号無視等に対し、指
導警告を行うとともに、悪
質・危険な交通違反に対し
ては検挙措置を講ずるなど、
厳正に対処しています。


